
大学への資源配分と教育研究活動に関する教員調査 
 

N=2,741 人 

● この調査は、大学への基盤的経費が削減され、競争的外部資金（補助金）の重みが増すなか、全国の大

学に勤務される先生方に対して、大学への資源配分と教育研究活動についての実態やご意見を直接お尋

ねし、今後の大学経営の改善に寄与することを目的とするものです。 

 

● この調査は、広島大学高等教育研究開発センターが令和元年度『科学研究費補助金』（資源配分の変化

が大学の経営行動と教育研究活動に及ぼす影響に関する実証的研究：代表 藤村正司)を得て行うもので

す。ご多忙中のところ、大変恐縮でございますが、何卒ご協力をいただきたくお願い申し上げます。調

査対象者の抽出はランダムに行いました。なお、回答には 10分程度要します。 

 

● 回答はすべて統計的に処理され、個人についての情報が他の目的で使われることは決してありません。

集計結果は、2022年 5月頃に下記のウェブサイトに掲載する予定です。 

● 回答は 12月 24日頃までに、同封の返信用封筒（切手不要）にてご返送ください（25日以降も受け付け

ています）。 
広島大学高等教育研究開発センター    
http://rihe.hiroshima-u.ac.jp/ 

2021年 11月 
    本件の問い合わせ先：藤村正司 mfujimura@hiroshima-u.ac.jp  

1．勤務先の大学・学部についてお聞きします。 

問 1． 貴大学の学部数と貴学部の入学定員，私立の先生は理事長についてお答え下さい。○は一つずつ 

① 学部数（○は一つ）  ② 学部入学定員（○は一つ）  ② 理事長は創立者の親族（本人）である 

１学部    11.9% 150 人未満       26.0% １．はい        24.5% 

２学部    12.5% 150～250 人未満 21.8% ２．いいえ      64.3% 

３学部      9.5% 250～500 人未満 23.6% ３ わからない  11.2% 

４学部      9.1% 500 人以上       28.6% ③ 理事長は学長を兼任している（〇は一つ） 

５学部以上 57.1%  1．はい 17.1%  2．いいえ 82.8% 

問 2-1. 貴学部の改組・再編の状況についてお伺いします。過去 5年に改組・再編、あるいは現在構想中の
有無をお答え下さい。 

過去 5 年に改組・再編し

た／現在、構想中である 
いいえ 35.7% はい 48.7% わからない15.6% 

問 2-2.  問 2-1 で、「２．はい」と回答された方にお聞きします（「１と３」の方は、問４に進んで下さい）。改組・
再編は、以下の事柄からどの程度影響を受けているとお考えですか。○は一つずつ。 

 

a.～e. まで○は一つずつ 

かなり影響

がある 

やや影響 

がある 

あまり影響

がない 

全く影響 

がない 
分から 

ない 

a. 新規需要（マーケット）の開拓 28.2% 39.6% 14.0% 5.8% 12.4% 

b. 国の政策への対応 22.8% 32.8% 20.9% 7.1% 16.3% 

c. 自治体の政策・地域課題への対応 11.2% 27.1% 31.3% 14.1% 16.3% 

d. 組織のコスト管理の必要性 22.3% 32.2% 20.6% 8.2% 16.7% 

e. 志願者の減 34.9% 28.6% 17.2% 9.1% 10.2% 
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問3.  およそ 10年前と比べて、あなたが所属する学科・コースなどのスタッフやあなたが担当する授業コマ
数はどのように変わりましたか。また、将来の見込みについて、お答え下さい （着任 10 年未満の方は、
赴任当時と比べてお答え下さい。以下、10年前と比べての問いも同じ）。  

    

 

a.～e. まで○は一つずつ 

(1) 10 年前と比べて (2) 将来の見込み 

増加 

した 

変わ

らな

い 

減少 

した 

分から

ない 

増加 

する 

現状 

維持 

減少 

する 

分から

ない 

a. 専任教員の人数 13.7 40.3 40.8 5.2 6.3 37.1 36.8 19.7 

b. 任期付き（テニュア・トラッ

ク）教員の人数 
31.3 47.1 8.5 13.1 20.9 36.0 8.2 34.9 

c. 非常勤講師の人数 16.6 43.3 22.0 18.1 11.9 32.2 22.8 33.1 

d. ＴＡ・ＲＡなどの支援員 20.3 49.5 10.8 19.4 9.1 42.0 11.6 37.2 

e. 授業コマ数 50.5 40.1 5.6 3.8 35.3 39.4 3.8 21.5 

 

問 4-1. 定例教授会（研究科教授会も含む）に要する時間は、平均でどのくらいですか。○は一つ。 

時間 
13.5% 51.1% 25.7% 7.8% 1.9% 

1 時間未満 1～２時間 2～３時間 3～４時間 4 時間以上 

国/公/私 9.4/11.3/15.4 43.3/45.3/55.1 34.6/27.2/22.1 10.9/12.5/6.0 1.8/3.8/1.5 

 

問 4-2 およそ 10年前に比して教授会の時間と報告・審議事項の割合はどのように変化しましたか。 

a.～c まで○は一つ 11.1% 49.8% 22.7% 16.4% 

a.時間の増減 
 

長くなった 

あまり 

変わらない 

 

短くなった 
分からない 

国/公/私 
9.4/13.1/11.4 43.5/49.1/52.4 28.1/19.3/21.2 19/18.5/15 

b.報告事項の割合 

23.1% 52.2% 8.2% 16.5% 

 

増えた 

あまり 

変わらない 

 

減った 
分からない 

国/公/私 24.1/22.9/22.8 45.1/48.0/55.4 10.8/10.9/6.7 19.9/18.2/15.0 

c.審議事項の割合 

12.3% 54.5% 16.1% 17.1% 

 

増えた 

あまり 

変わらない 

 

減った 
分からない 

国/公/私 11.9/13.5/12.3 47.4/51.3/57.7 19.7/16.4/14.7 21.0/18.9/15.4 

 

２．仕事時間と教育研究活動についてお聞きします。 

問 5． あなたの関心は、教育と研究のどちらにありますか。該当する番号一つに○をつけて下さい。 

1

１ 

主として 

教育 8.5% 

(国立 2.1) 

２ どちらかと言えば 

教育 29.0% 

(国立 19.2) 

３ 

 

どちらかと言えば 

研究 47.8% 

(国立 55.3) 

４ 

 

主として 

研究 14.7% 

(国立 23.5) 
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問 6. .あなたの学期中の平均的な 1週間の仕事時間数、また「望ましい」仕事時間数を記入して下さい。 

 1． 現状 2． 望ましい 

a. 教育（学外非常勤も含む授業時間、授業準備時間、レポート添

削、成績評価、学生指導など） 

21.6      

時間 

15.3 

時間 

b. 研究（文献講読、論文・著書執筆、実験、フィールドワーク、学会・

研究会への参加・報告、外部資金の申請、展示会の準備など） 

11.7 

時間 

20.3 

時間 

c. 管理運営（各種委員会、教員会議、事務・雑務など） 
8.2 

時間 

4.1 

時間 

d. 社会サービス（学外審議会、患者・依頼人へのサービス、コン

サルタント、講演など報酬を伴う学外活動） 

2.0 

時間 

2.2 

時間 

e. その他（上記以外の報酬の有無にかかわらない専門的活動） 
2.2 

時間 

1.9 

時間 

 

問 7.  あなたは、(1) 過去３年間に、以下の研究活動をおよそどのくらい発表されましたか。○は一つずつ。 

a.～e.まで○は一つずつ  過去３年間に 

a. 学術論文（単著・共著） 
０篇   10% 1～ 5   58% 6 ～10  19.2  11～15  6.8 

16～20 2.5 21～30  1.9% 31～ 40  0.6  41以上  1.0 

   内、SCI (SSCI)収録論文 ０篇  65.6% 1～ 5   22.8% 6 ～10  6.7% . 11以上 5.0% 

b. 学術書（単著・編著） 
０冊   80% 1冊   12.7% 2冊     3.9%  3冊     2.1% 

4冊   0.4% 5冊     0.2% 6冊     0.2%  7冊以上 0.4% 

c. 学術書（分担執筆） 
０冊   51% 1冊   25.7% 2冊    12.4%  3冊    6.2% 

4冊    2% 5冊    1.1% 6冊     0.7%  7冊以上  1% 

d. 助成を受けた報告書・モノグラフ 
０冊  58.7% 1～ 5  38.4% 6～10  2.2%  11～15  0.5% 

16～20 0% 20～25  0% 26～30  0%  31冊以上 0% 

e. 学会発表・講演（単独・共同） 

     オンライン形式を含む 

０回  9.9％ 1～ 3 30.7％ 4～6  22.3％  7～10 14.5％ 

11～15 8.1 16～20  4.9%  21～25  2.5%   26以上   7.1% 

 

問 8.  過去１０年と比べて、あなたの研究業績の「量」と「質」はどのように変化しましたか。○は一つずつ。 

 

a, b に○は一つずつ 

かなり 

減少／低

下した 

どちらかと言

えば、減少／

低下した 

あまり 

変わらない 

どちらかと言

えば、増加／

上昇した 

かなり 

増加／上昇 

した 

分から

ない 

a. 業績の量 18.7% 23.9% 26.6% 20.5% 7.9% 2.5% 

b. 業績の質（1 業績当たり） 10.7% 22.3% 35.9% 22.4% 5.8% 3.2% 

 

 

問 9-1. あなたは、現在の職場で研究活動の継続が困難であると感じたことはありますか。○は一つ。 

研究活動の継続困難 

１ よくある 30.2 ２ ときどきある40.0 3 あまりない 23.0 4 ほとんどない 5.8 
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問 9-2. 問 9-1.で「1」「2」に○を付けた方にお聞きします。（１）継続困難の理由として該当する番号にいくつ
でも○を付けて下さい。その上で、(2)最も大きな影響を有していた番号を一つだけ記入して下さい。
(3)最も影響を及ぼした理由は、いつ頃感じられましたか。(4) その困難は、現在克服できていますか。  

（１）継続困難の理由（○はいくつでも） 

64% 研究時間が十分に取れない 18% 研究費の大幅な不足 

29% 研究スペース・設備・補助スタッフが不十分 13% 研究テーマ・共同研究の行き詰まり 

5% 職場・研究室の人間関係 27% 職場が研究活動より教育活動を優先している 

8% 勤務先が経営難に直面している 15% 育児・子育て・介護など家族の問題 

4% 安定した地位（テニュア）が得られない 13% 年齢的・能力的な限界 

7% 
その他（コロナ禍によるフィールドワークや訪問調査、海外調収集の延期、授業準備や学生からの個別メールの対応

で時間がとられた。管理運営業務の増大。学生の質やモチベーションの低下。 

（２）最も困難な理由（「研究時間が十分に取れない」60.2%） 

（３）いつ頃感じましたか（○は一つ） 

（４） 

１ 
30 代前半

 14% 
2 

30 代後

半  20% 
３ 

40 代前半 

21% 
４ 

40 代後半  

18% 

５ 
50 代前半

 13% 
６ 

50 代後

半  9% 
７ 

60 代以上 

5% 
 

困難の克服（○は一つ） 

1 
ほぼ克服できた 

0.4% 
2 

ある程度できた 

8.5% 
3 

あまりでき

て い な い 

48.2% 

4 
全くできてい

ない 42.9% 

問 10. およそ 10年前と比べて、職場の環境はどのように変化しましたか。 

 

（a.～k.まで○は一つずつ） 

とても 

そう思う 

やや 

そう思う 

あまり 

思わない 

全く 

思わない 

分から 

ない 

a. 職場の雰囲気が良くなった 5.8% 29.9% 41.9% 14.2% 8% 

b. 教職員の心身のトラブルが増えた 16.5% 33.1% 33.3% 8.1% 9% 

c. 学生指導の負担が増えた 37.4% 40.8% 16.5% 2.4% 3% 

d. 教員の離転職（定年退職を除く）が増えた 13.0% 26.1% 39.9% 13.5% 8% 

e．内部昇格が厳しくなった 15.0% 23.9% 37.5% 12.7% 11% 

f. 同僚教員や院生との自由な議論が増えた 3.1% 20.7% 44.4% 25.0% 7% 

 

<国立の方のみ> 

g. 学部の意思決定に対して学長の影響力が増した 

39.3% 27.5% 15.1% 2.9% 15% 

h. 学部の意思決定に対して担当理事・副学長の影響

力が増した 

32.0% 28.2% 17.6% 4.2% 18% 

i. 学部の意思決定に対して学部長の影響力が増した 14.1% 21.8% 36.8% 10.8% 17% 

<私立の方のみ> 

j．学部の意思決定に対して理事長の影響力が増した 

23.0% 21.8% 26.5% 9..2% 20% 

<公立の方のみ> 

k. 学部の意思決定に対して首長の影響力が増した 

26.0% 20.7% 29.7% 10.0% 13% 
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３．ファンディングについてお聞きします。 

問 11. 2021 年度について、(1) 大学から配分される「個人研究費」と(2)あなたが研究代表者として獲得され
た「競争的外部資金」の総額について、お答え下さい。○は一つずつ。 

全体 (1) 個人研究費(%) 全体 (2) 競争的外部資金(研究代表)（%) 

11. ～10 万円  16 41～50 万円  39 0 円 3 501～750 万円 

13 11～20 万円 7 51～60 万円  21    0～100 万円 2 751～1,000 万円  

19 21～30 万円 3 61～70 万円 21 101～250 万円 3 1,001～2000 千万円 

18 31～40 万円 13 71 万円以上 11 251～500 万円 2 2,001 万円以上 

国立大学 (1) 個人研究費(%) 国立大学 (2) 競争的外部資金(研究代表)(%) 

18 ～10 万円  9 41～50 万円  19 0 円 5 501～750 万円 

19 11～20 万円 5 51～60 万円  22    0～100 万円 4 751～1,000 万円  

18 21～30 万円 4 61～70 万円 27 101～250 万円 5 1,001～2000 千万円 

12 31～40 万円 16 71 万円以上 14 251～500 万円 4 2,001 万円以上 

問12-1.  およそ10年前と比べて、a．学科共通経費、b. あなたが獲得した外部資金(科研費等)、c．個人研
究費はどのように変化しましたか。 

（a～cまで○は一つ） ５割以上 

減少した 

１～４割程

度減少した 

あまり 

変わらない 

１～４割程

度増加した 

５割以上 

増加した 

分から 

ない 

a．学科共通経費(国立) 
5.9% 

（13.0） 

24.1% 

(35.8) 

47.3% 

(31.1) 

2.2% 

(3.1) 

0.5% 

(0.6) 

20% 

(16.4) 

b. 科研費等外部資金 
6.6% 6.2% 51.7% 11.8% 11.4% 12.2% 

c. 個人研究費(国立) 
7.4% 

(13.9) 

20.5% 

(31.5) 

56.8% 

(37.9) 

6.2% 

(5.2) 

2.3% 

(3.1) 

6.8% 

(8.2) 

問 12-2. 問 12-1 で、「個人研究費」で「1」、「2」のいずれかに○を付けた方にお聞きします。「個人研究費」
の削減は、以下のことがらにどの程度影響を与えているとお考えですか。○は一つずつ。 

 

（a～d まで○は一つずつ） 

かなり 

影響がある 

やや影響 

がある 

どちらとも

言えない 

あまり 

影響がない 

全く 

影響がない 
分から 

ない 

a. 研究活動全般に 39.7% 39.6% 8.5% 8.9% 1.7% 1.6% 

b. 教育活動全般に 20.4% 34.4% 18.0% 19.2% 5.6% 2.3% 

c. 社会サービスに 8.0% 15.6% 29.9% 25.9% 13.2% 7.2% 

d. 外部資金獲得の動機に 21.5% 31.1% 19.5% 15.6% 8.0% 4.2% 

問 13. あなたは、競争的資金に関わる以下の意見について、どのようにお考えですか。○は一つずつ。 

 

（a.～e.まで○は一つずつ） 

とても 

そう思う 

やや 

そう思う 

あまり 

思わない 

全く 

思わない 

分から 

ない 

a. 研究室の運営上、必要な非常勤職員や特任研究

員の雇用として不可欠である。 

 

20.9% 

 

27.7% 

 

26.1% 

 

12.1% 

 

13% 

b. 申請手続きは時間的・精神的負担が大きく、教

育・研究上の障害になっている。 

 

28.5% 

 

45.5% 

 

19.2% 

 

3.7% 

 

3% 

c. 「役に立つ」応用研究や短期的テーマに偏る。 26.9% 43.3% 20.0% 2.5% 7% 

d. 競争的資金の獲得額が、研究者としての能力と

同一視されている。 

 

34.9% 

 

48.3% 

 

11.2% 

 

1.1% 

 

4% 
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e. 令和2 年度の科研費新規採択率27.4％は、今

後30％を超えるまで引き上げるべきである。 

 

43.7% 

 

32.1% 

 

10.2% 

 

1.4% 

 

13% 

 

問 14. 貴学では、競争的資金獲得のための取り組みとして、以下のようなことを実施しておられますか。また
それは資金獲得にどの程度有効だとお考えですか。○は一つずつ。 

(1) 実施しているか(%) (2) 研究費の獲得に有効か(%) 

（a～i.まで○は一つずつ） して

いる 

してい

ない 

分か

らな

い 

有効で

はない 

ある程

度有効 

非常に

有効 

分から

ない 

a. 科学研究費獲得の事前説明会がある。 86 10 4 10 64 12 13 

b. 科学研究費が不採択の場合でも、評価が高い場

合に学内研究費が手当てされる。 
44 43 13 8 45 22 25 

c. 科学研究費を申請しない場合、個人研究費が削

減される等、ペナルティがある。 
20 73 7 40 21 6 33 

d．科研費申請書の作成に際して、シニア教員から

アドバイスが得られる。 
48 40 12 25 36 5 34 

e. 研究の終了した研究計画調書を公開する 26 48 26 10 40 11 39 

f. 教授会で部局別科研費申請率が公表される 51 29 20 25 36 5 34 

g. 学部の科研費申請・採択率が、部局予算に反映

される仕組みがある。 
14 53 33 27 21 5 47 

h. 学内公募による研究費助成がある。 80 11 9 8 52 24 16 

i. リサーチ・アドミニストレーター（ＵＲＡ）が

配置されている。 
29 41 30 8 31 13 46 

４. 貴学の今後のあり方についてお伺いします。 

問 15. あなたの学部では、以下の事柄はどの程度喫緊の課題であるとお考えですか。○は一つずつ。 

（a.～i.まで○は一つずつ） 極めて 

重要 

 

重要 

あまり 

重要でない 

全く重要 

ではない 

該当 

しない 

a. 教員の後任補充 50.1% 
40.0% 6.7% 0.5% 2.6% 

b. 教員の昇格 
22.9% 51.1% 22.0% 1.5% 2.5% 

c. 学部の定員充足 
33.6% 38.3% 18.1% 4.5% 5.5% 

d. 大学院の定員管理の緩和 
11.4% 36.2% 32.1% 4.0% 17.3% 

e. 学部運営全般をサポートする教員スタ

ッフの育成 

26.3% 52.4% 15.2% 1.9% 4.2% 

f. 学部運営全般をサポートする事務スタ

ッフの育成 

26.3% 52.4% 15.2% 1.9% 4.2% 

g. 教員の研究に当てる時間の確保 
38.8% 49.0% 8.6% 0.9% 2.8% 

h. 学生の経済支援 
27.5% 56.2% 13.7% 1.1% 1.6% 

i. 英語による授業開設 
21.1% 50.4% 19.4% 2.1% 7.3% 
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問 16. 貴学が将来とも発展する上で、以下の事柄はどの程度重要だとお考えですか。○は一つずつ。 

（a.～k. まで○は一つずつ） とても 

重要 

やや 

重要 

あまり 

重要でない 

全く 

重要でない 

分から 

ない 

a. 教員の教育研究力 79.0% 
19.6% 0.9% 0.1% 0.3% 

b. 大学管理者の経営能力 
64.7% 30.5% .3.2% 0.4% 1.3% 

c. 職員・支援スタッフの実務能力 
68.4% 29.6% 1.4% 0.1% 0.5% 

d. 競争的外部資金（補助金）の獲得 
43.3% 46.1% 8.5% 0.5% 1.7% 

e. 寄付金の獲得 
38.6% 46.6% 10.9% 0.8% 3.1% 

f. 大学の伝統・組織文化の継承 
20.1% 39.0% 28.7% 9.1% 3.2% 

g. 学生確保 
64.9% 29.2% 4.5% 0.6% 0.7% 

h. 優秀な大学院生の確保 
53.1% 28.8% 8.8% 2.1% 7.2% 

i. 留学生の確保 
17.9% 39.5% 28.4% 8.1% 6.2% 

j．大学・学部の統合 
5.6% 17.0% 41.2% 19.4% 16.8% 

k. 文部科学省の高等教育政策 
17.7% 29.2% 21.8% 12.7% 18.7% 

 

５．ご自身についてお伺いします。 

問 17. 貴大学の設置者についてお聞きします。当てはまる番号に○は一つ。 

 

設置者 １．国立 24.9% 2. 公立10.4% 3. 私立 64.7% 

 

 

問 18. 2021年度に，あなたは何人の学生(学部、大学院)や研究生を受け入れていますか。 
また、その内、留学生と社会人院生は何人ですか。 

 

a.学士課程(平均値) 

 

8.9 

人             

 

(内、国立 5.2 人、公立6.5 人、私立10.7 人) 

b.大学院 修士・博士前期課程 1.7      

人 

 

（内、国立 3.1 人、公立1.8 人、私立1.1 人) 

c.大学院 博士後期課程 0.7      

人 

 

（内、国立 1.5 人、公立0.8 人、私立0.4 人) 

d. 研究生 

 

0.26 

人 

 

（内、国立 0.26 人、公立0.2 人、私立0.27 人) 
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問 19. あなたの年齢、専門分野、性別、職階、任期、最終学位、勤務年数、留学、役職経験の有無につい
て差し支えない範囲で、お答え下さい。○は一つずつ。 

a. 年齢 
20・3０歳代 

17.8% 

４０歳代 

31.7% 

５０歳代 

30.7% 

６０歳代以上 

19.8% 

 

b. 専門分野 
人文・社会・教育 

36.3% 

理・工・農 

28.5% 

医・歯・薬・健康 

33.1% 
芸術・デザイン 

2.1% 

     

c. 性別 女性 38.2% 男性 61.8%   

     
 
 
 
 

d. 職階 
１.教授 

41.9% 

２.准教授 

28.6% 

３.講師・助教 

29.6% 
    

e. 任期 
１．任期なし 

75.4% 

２．任期あり 

  更新可能 

20.7％ 

３．任期あり 

  更新不可 

3.9％ 

    
 
f. 最終学位 
 

 
博士  75.9% 

 
修士 20.8% 

 
学士 3.3% 

 
    

g. 現在の勤務先での 
 

勤務年数 

10 年未満 

54.6% 

10～19 年 

27.1% 

20～29 年 

13.0% 

 30 年以上 

5.2% 

     

h. 大学教員(助手/助教

以上）になった年齢 

20・3０歳代 
78.2% 

４０歳代 
14.1% 

５０歳代 
6.4% 

６０歳代以上 
1.4% 

 

i １年以上の留学経験 
 
なし 69.3% 
 

 
あり 30.2% 

 
 

j. 部局長等の役職経験 
 

 
なし 79.7% 
 

 
あり 20.3% 

 

問 20. 大学への資源配分のあり方について、ご意見がありましたら、自由にご記入ください。 

自由記述抜粋（別紙 PDF） 

 

ご協力ありがとうございました。 


